
・矢作川河川改修事業

・矢作川総合水系環境整備事業

（河川整備計画策定を受けての報告）

平成２１年８月４日

中部地方整備局

豊橋河川事務所
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長野県下伊那郡大川入山（標高1,908m）

約1,830km2

（山地等約76％、水田や果樹園等の農地約19％、宅

地等市街地約3％）

約118km

62.5km

○水 源

○流 域 面 積
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１．流域の概要

○幹 川 流 路 延 長

○直 轄 管 理 区 間



8市4町2村

豊田市（約41万人）

岡崎市（約35万人）

約69万人

約1,600～2,400mm（山間部）

約1,400mm（平野部）

矢作ダム

0.7mg/l（平成19年 岩津天神橋：B類型）

0.8mg/l（平成19年 米津大橋：B類型）

○流 域 内 市 町 村

主 要 都 市

○流 域 内 人 口

○年 平 均 降 水 量

○主要洪水調節施設

○水 質 (BOD75％値)

○主 要 洪 水

-２-

被災家屋：2,801棟
水害区域面積：1,798ha約4,300(約6,200）

東海（恵南）豪雨
(秋雨前線及び
台風14号)

平成12年9月

被災家屋：20,728棟
水害区域面積：
3,004.3ha

約2,600
梅雨前線及び
台風6,7,9号

昭和47年7月

被災家屋：16,723棟
水害区域面積：
9,119.7ha

約1,600
秋雨前線及び
台風23,25,26号

昭和46年8月

被災家屋：628棟
水害区域面積：
2,738.1ha

約3,100台風7号昭和44年8月

不明約2,900台風24号昭和40年9月

被災家屋：1,520棟
水害区域面積：5,709ha

約3,300台風と前線昭和36年6月

被災家屋：23,444棟
水害区域面積：994ha

約3,600伊勢湾台風昭和34年9月

被害の状況
実績流量（岩津）

( )書き:ダム戻し流量
（m3/s）

原因発生年月



平成21年7月 矢作川水系河川整備計画 策定

＜前回＞
平成21年3月 第5回事業評価監視委員会 再評価
・当面の目標（概ね30年間）の整備メニューに対する再評価
・対応方針

「当面事業を継続し、策定中の河川整備計画をもって対応することとする。」

-３-

＜今回＞
平成21年8月 第1回事業評価監視委員会 報告

今回の事業評価監視委員会での報告は、平成21年7月に矢作川水系河川整備計画
が策定され、再評価手続きが行われたことに伴う報告である

２．前回評価時以降の経緯

平成18年4月 矢作川水系河川整備基本方針 策定



年度
矢作川流域委員会

整備計画の策定

整備計画（原案）

整備計画（案）

平成13年 4月～平成14年5月

第1～5回 矢作川の環境を考える懇談会

平成20年6月30日 第９回流域委員会
（整備計画たたき台）

平成18年4月24日
河川整備基本方針の
策定

住民・行政

H19

河川整備計画

整備計画（素案）

H20

H15

H18
平成15年6月～平成19年9月

第1～8回流域委員会

（矢作川の現状と課題整理）

平成21年7月24日 第13回流域委員会
（整備計画策定報告）

平成20年10月14日 第10回流域委員会
（整備計画素案）

平成15年3月～平成15年4月

第1～3回 矢作川流域委員会準備会議

平成19年2月 アンケート調査
平成19年3月 ふれあい懇談会
平成19年7月 シンポジウム

-４-

平成20年10月 行政連絡会
平成20年10月 住民懇談会
平成20年10月 住民説明会

整備計画（たたき台）

平成20年11月10日 第11回流域委員会
（整備計画原案）

平成20年7月 住民懇談会
平成20年7月 行政連絡会

平成21年1月22日 第12回流域委員会
（整備計画案）

平成20年11～12月 縦覧・
意見聴取

平成20年12月 公聴会

関係省庁連絡調整・協議
県知事の意見聴取

H21

３．河川整備計画策定の経緯



矢作川では、戦後最大洪水となった平成12年9月洪水（東海（恵南）豪雨）

と同規模の洪水が発生しても、安全に流下させることを目標とする。

目標流量と河道整備流量

-５-

平成12年9月洪水対応5,600m3/s600m3/s6,200m3/s岩津矢作川

備 考
河道整備流量

（河道の整備で対
応する流量）

洪水調節
施設による
洪水調節量

目標流量地点名河川名

整備計画流量図
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■基準地点
○主要地点

41.6k

１）河川改修事業に関する目標

４．河川整備計画の目標と内容



河道掘削・樹木伐採のイメージ図

①水位低下

○河道掘削・樹木伐開

・河道整備流量を安全に流下させるために、豊田市内の鵜の首狭窄部の開

削をはじめとした河道掘削や樹木伐開を行い必要な河道断面を確保しま

す。水位低下対策として本支川・上下流バランスを考慮した河道掘削、

樹木伐開を行います。

-６-

○古川分派施設の建設

・分派施設は分派地点より下流本川の河道整備が完了した段階で建設する

ものとし、矢作古川への分派量は200m3/sとします。

古川分派地点

矢作川

矢
作
古
川

・平水位以上を掘削し、アユの産卵床となる瀬を保全
・公園利用に支障がないように掘削し河積を確保

流下阻害となる高水敷・河道内の樹木伐開 暫定堤防については、腹付け、嵩上げを行う

河床幅をできるだけ確保し、掘削形状に変化をつける 水衝部の深み（淵）をそのまま残す

２）河川改修事業に関する内容



-７-

②堤防強化

○洪水の通常の作用に対する安全性の強化

・断面が不足する堤防の整備を実施します。整備にあたっては、上下流、

左右岸及び本支川のバランス、背後地の状況等を考慮し、安全度の低下

する区間が生じないよう努めます。

・洪水等による侵食から堤防や河岸を防護するため高水・低水護岸等を整

備するとともに、河床低下及び局所的な深掘れにより既設護岸の根入れ

不足が生じている箇所の根継ぎを実施します。

・河川の水位が高い状態が続くと堤防内に浸透した水位も上昇し、堤防決

壊の恐れが高まることから、堤防の浸透に対する安全性を確保するため

に、堤防詳細点検結果を踏まえて浸透対策を実施します。

・堤防整備に伴う樋門・樋管等の改築については、施設管理者と調整・連

携し実施します。さらに、「堤防リフレッシュ事業」を実施する箇所で

堤防整備が必要な箇所については、関係自治体と調整・連携して実施し

ます。

【浸透対策による堤防強化のイメージ】

【築堤・高水護岸整備による堤防強化のイメージ】

従来護岸の基礎

【低水護岸整備による堤防強化】

築堤

護岸

▼ HWL

【堤防リフレッシュ事業】

▼ HWL

堤脚水路

ドレーン工

整備後の浸潤線

整備前の浸潤線

遮水構造

HWL

堤防リフレッシュ断面

定規断面

現況断面

国交省施工分

自治体

市道

管理用道路

【堤防リフレッシュ事業標準断面図】

自治体施工分
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③危機管理対策

○河川防災ステーション等の整備

・洪水や高潮による被害の軽減及び被災時の復旧・復興にかかる時間を極

力短くするため、関係自治体と調整・連携し、情報の収集・伝達、災害

復旧活動の拠点となる河川防災ステーション等を整備します。また、水

防倉庫を関係機関と連携して整備するとともに、水防資機材を常備し、

水防活動に利用するための備蓄土砂を確保するため第二種側帯を整備し

ます。

○広域防災ネットワークの構築

・矢作川流域には岡崎市、豊田市等の市街地が広がり、堤防の決壊等が発

生した場合には甚大な被害が想定されることから、被災箇所を早期に復

旧することが必要です。迅速な復旧活動を行うために、堤防天端等に設

けた管理用通路の機能強化、沿川自治体と調整・連携を図りながら緊急

輸送道路、高規格幹線道路等を含めた広域防災ネットワークの構築を図

ります。

【矢作川豊田防災ステーション（豊田市内39.4k付近左岸）】

ヘリポート

水防センター

備蓄倉庫

矢作川豊田
防災ステーション

豊田スタジアム
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総合水系環境整備に関する目標は、砂州が卓越する河川の中で、白い砂州、
樹林、河口部のヨシ原、干潟等による多様な動植物の生息・生育環境の保
全・再生、水質の改善、及び流域の人々に親しまれる川づくりを行うことと
します。
なお、矢作川の自然環境及び矢作川らしさを代表する景観については、治

水に配慮しつつ保全に努めます。
水質の改善については、矢作川が閉鎖性水域である三河湾への流入河川の

一つであることも踏まえ、関係機関と調整・連携して流域全体の社会生活に
起因する汚濁負荷量の低減に努めるとともに、矢作ダムにおいては、冷濁水
の影響を緩和するように努めます。

コアジサシ
（準絶滅危惧）
■砂州の減少■

保全の対象及び再生の目標となる干潟・砂州・ヨシ原

イカルチドリ
(準絶滅危惧）
■干潟の減少■

【矢作川の環境】

【減少した環境に依存する貴重種】 【親しまれる川づくり】

岡崎水辺の楽校
（アースワーク）

３）総合水系環境整備事業に関する目標
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①河川環境の整備と保全

○動植物の生息地、生育地の保全、再生

・コアジサシの良好な繁殖場となる砂州の再生に努めます。陸域化した砂

州については樹木を伐開し、表土を剥取る等再生に努めます。

・シギ・チドリ類の渡来地であり、水質浄化が期待できるアサリ等の二枚

貝類の生息場所となっている干潟の保全・再生に努めます。

・カニ類、貝類、塩性植物の生息地・生育地、オオヨシキリ等の鳥類の繁

殖地となっているヨシ原の保全・再生に努めます。

【砂州の再生のイメージ】

【干潟の再生のイメージ】

【ヨシ原のイメージ】

平均潮位
PHWL

15

10

5

0

-5 -5

0

5

10

15その他の草本類

ヨシ・オギ

その他の草本類

PHWL

平均潮位

-5

0

5

10

15 15

10

5

0

-5

ヨシ・オギ

人工草地・シバ

その他の草本類

人工草地・シバ

ヨシ・オギ

４）総合水系環境整備事業に関する内容



②人と河川と豊かなふれあいの増進

・河川本来の自然環境の保全・創出や周辺環境との調和を図ると共に、河

川空間とまちの空間の融合が図られた良好な空間形成を目指す「かわま

ちづくり」に資する整備を実施します。

・「かわまちづくり」の整備にあたっては、関係機関等と調整・連携し、

まちづくりと一体となった水辺整備を積極的に推進します。

-11-

都心の水と緑のネットワーク

出典：緑の基本計画（H20.3）（豊田市）

白浜公園の利用状況（豊田市）
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① 矢作川流域に関する社会情勢等

② 災害の発生状況

東海（恵南）豪雨の浸水被害

１．河川改修事業に関する社会情勢等

豊田市内の越水状況

輸送用機械器具製造品出荷額の構成比

流域内人口の推移

流域関連市町村人口は、約130万人であり、豊田市
等における製造業の発展に伴い、年々増加傾向

出典：愛知県統計年鑑、岐阜県統計書、長野県統計書

流域市町村人口の推移

0

20

40

60

80

100

120

140

160

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H20

人
口
（
万
人

）

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

人
口

の
伸

び
率

（%
/5
年

）

岡崎市・豊田市以外

豊田市

岡崎市
矢作川関連市町村の人口伸び率
愛知県の人口伸び率

矢作新報

2000年（平成12年）9月15日（金曜日）
掲載記事

愛知県及び西三河地方の工業出荷額（平成18年）
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全国1位の工業出荷額を有する愛知県の半分を、
当該流域の大半である西三河地域が占める。特に
豊田市は自動車等の輸送用機械器具製造品出荷額
で、国内シェアの約20%を占める。
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１）事業を巡る社会情勢等

５．再評価の視点

user
長方形



① 環境の変化

【矢作川の変遷（18.5～20.5k）】

２．総合水系環境整備事業に関する社会情勢等

��

大臣管理区間

川橋（県）

矢作川橋梁（ＪＲ）

美矢井橋（県）
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中畑橋（県 上塚橋（県）上
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矢作橋
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平成記念橋（国）

豊田大橋（国）
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吉良古川頭首工

明治用水頭首工
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10.0

25.0

30.0

35.0

40.0

5.0

凡　例

: 水域
: 河川区域境界線
: 橋梁
: 高水敷利用施設

河川の利用状況
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これまでの散策・サイクリング・公園整
備などの他、水遊び・自然観察といった
多様なニーズが求められています。

［アースワーク］

河川の樹林化が進行し、コアジサシ等の矢作川の特徴的な種が減少しています。
かつての白い河原に戻してほしいとの意見も多く、河川を再生し多様な動植物の生息・生
育環境の保全が求められています。

S23 S40 H14

② 河川利用の現状

（平成19年2月実施）

白い河原が特徴的な砂州が卓越
した河川

砂利採取、横断工作物等の建設
等により、砂州や砂礫底が減少

砂州に樹林地が形成され、白い
河原は減少

n=1212

29.8

28.7

54.9

25.2

32.2

28.1

13.1

5.0

4.6

2.1

23.6

19.4

14.7

19.2

2.1

0.7

0.5

12.1

43.6

7.6

11.8

11.5

6.8

6.8

1.4

6.6

6.3

2.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

1.つり・魚捕り

2.散策・休憩

3.水遊び・水泳

4.ピクニック・キャンプ・バーベキュー

5.ジョギング・サイクリング

6.サッカー・野球・テニスなど

7.ゴルフ

8.カヌー・ボート・ウインドサーフィン

9.水上バイク・モーターボート・ヨット

10.野鳥観察やバードウォッチングなどの自然観察

11.祭り・灯篭流し・花火などのイベント

12.利用していることはない

13.わからない

14.その他の利用目的

（％）

現状の利用動向 将来の利用動向

12利用しない

流域住民アンケート

［白浜公園(豊田市）］

現在利用している 将来利用したい



1.堤防の整備状況

堤防整備率＝完成堤防区間延長/堤防必要区間延長
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平成20年3月末時点
（内平成15年3月末時点）

完成堤防：完成堤防：3535％％ (31(31％％))

暫定堤防：暫定堤防：6565％％ (69(69％％))

① -2.0k～19.0ｋ ②18.0k～41.0ｋ

凡 例

完成堤

暫定堤防

堤防不必要

１．堤防の整備状況

河川改修事業の進捗状況は、平成15年の完成堤防は31％でしたが、その後
の東海豪雨対応や堤防リフレッシュ事業による築堤護岸整備により、平成20
年3月末時点では、完成堤防が35％となっています。

35% 65%

31% 69%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20

H15

完成堤防 暫定堤防

矢作川大橋

棚尾橋

中畑橋
旧名鉄三河線

上塚橋

米津橋
名鉄西尾線

矢作川橋

志貴野橋

小川橋

JR東海道新幹線

美矢井橋

19.0k

18.0k

17.0k

16.0k

15.0k

14.0k

13.0k

12.0k

11.0k

10.0k

9.0k
8.0k

7.0k

6.0k

5.0k

4.0k

3.0k

2.0k

1.0k

-1.0k

-2.0k

0.0k

耐震対策、浸透対策は含まない

高橋

豊田大橋
久澄橋

竜宮橋
鵜の首橋

山室橋

葵大橋

東名高速道路

天神橋

愛知環状鉄道
岡崎大橋

日名橋

矢作橋
名鉄名古屋本線

JR東海道本線

渡橋

第二東名高速道路

美矢井橋17.0k

18.0k

19.0k
20.0k

21.0k

22.0k

23.0k
24.0k

25.0k

26.0k

27.0k
28.0k

29.0k

30.0k

31.0k

32.0k

33.0k

34.0k

35.0k
36.0k

37.0k

38.0k

39.0k

40.0k

41.0k

２）河川改修事業の進捗状況
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平成15年度の事業評価以降の河川改修事業は、築堤、護岸工事などの河川
工事を実施しています。

２.前々回評価時（平成15年度）以降の主な河川事業

凡 例

距離標

主な工事実施箇所

事業年度 平成16年
事業内容 護岸高水敷整正 L=500m

事業年度 平成18年～19年
事業内容 築堤護岸 L=900m

事業年度 平成16年～17年
事業内容 築堤護岸 L=800m

事業年度 平成17年
事業内容 築堤護岸 L=1,000m

事業年度 平成16年
事業内容 築堤護岸 L=500m

事業年度 平成17年
事業内容 築堤 L=500m

事業年度 平成15年
事業内容 高潮堤 L＝500m

事業年度 平成15年～16年
事業内容 護岸 L=600m

事業年度 平成15年～16年
事業内容 築堤 L=1,200m

護岸 L=1,300m

事業年度 平成20年
事業内容 築堤護岸 L＝1,300m

事業年度 平成20年
事業内容 築堤護岸 L＝800m
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緩流環境の復元緩流環境の復元
（整備後のイメージ）（整備後のイメージ）

ワンドの形成

砂州の再生砂州の再生
（整備後のイメージ）（整備後のイメージ）

干潟、ヨシ原、砂州の再生や河川利用推進のための整備を、地域のニーズや必要
性の高い箇所において計画、整備、管理等関係機関、地域住民、市民団体等と連携
し、調整を図った上で実施します。
平成１１年以降、大門地区（岡崎市）などで水辺プラザ等の整備を行っています。

大
門
地
区
整
備
前

大
門
地
区
整
備
後

凡 例

大臣管理区間

自然再生予定箇所

利用推進整備予定箇所

整備実施箇所

３）総合水系環境整備事業の進捗状況



総便益（便益＋残存価値）
Ｂ／Ｃ＝

総費用（事業費＋維持管理費）

総便益：評価時点を現在価値化の基準点とし、治水施設の整備期間と治水施設

の完成から50年間までを評価対象期間にして、年平均被害軽減期待額

を割引率を用いて現在価値化したものの総和

残存価値：将来において施設が有している価値

総費用：評価時点を現在価値化の基準点とし、治水施設の整備期間と治水施設

の完成から50年間までを評価対象期間にして、事業費と維持管理費を

割引率を用いて現在価値化したものの総和

事業費：矢作川の治水施設の完成に要する費用

維持管理費：矢作川の治水施設の維持管理に要する費用

割引率：「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」

により4％とする。

※評価基準年：平成21年度（平成21年度現在価値）

※評価対象事業：河川整備計画に位置づけた河川改修事業

※総便益は整備実施による浸水被害軽減額より積算
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河川改修事業全体に要する総費用（Ｃ）は約399億円、事業の
実施によりもたらされる総便益（Ｂ）は約7,521億円となる。こ
れをもとに算出される費用便益比（Ｂ/Ｃ）は18.8となる。

【河川改修全体事業評価】

＝（7,516億円＋5億円）／（228億円＋171億円）≒18.8

便益の内訳

（一般資産被害：2,706億円、農作物被害：8億円、公共土木施設被害：4,585億円、

営業停止被害：97億円、応急対策費用：120億円)

４）河川改修事業の費用対効果



総便益（便益）
Ｂ／Ｃ＝

総費用（事業費＋維持管理費）
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総合水系環境整備事業全体に要する総費用（Ｃ）は約29.3億円、
事業の実施によりもたらされる総便益（Ｂ）は約388億円となる。
これをもとに算出される費用便益比（Ｂ/Ｃ）は13.2となる。

【総合水系環境整備事業評価】

＝（388億円）／（28.1億円＋1.2億円）≒13.2

総便益：評価時点を現在価値化の基準点とし、施設の整備期間と施設の完

成から50年間までを評価対象期間にして、CVM(仮想的市場評価法)

で算出し、割引率を用いて現在価値化したものの総和

便益 ＝ ＷＴＰ Ｘ 世帯数 Ｘ 評価期間

ここに
WTP：支払意志額
世帯数：利用推進事業は整備箇所から５km範囲の世帯数

自然再生事業は整備箇所から１０km範囲の世帯数
評価期間：５０年

総費用：評価時点を現在価値化の基準点とし、施設の整備期間と施設の完

成から50年間までを評価対象期間にして、事業費と維持管理費を

割引率を用いて現在価値化したものの総和

事業費：矢作川の環境整備事業の完成に要する費用

維持管理費：矢作川の施設の維持管理に要する費用

割引率：「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」
により4％とする。

※評価基準年：平成21年度（平成21年度現在価値）

※評価対象事業：河川整備計画に位置づけた総合水系環境整備事業

５）総合水系環境整備事業の費用対効果



・事業の効果として整備前に対する浸水被害状況を整理しました。整備後の被

害はなくなります。
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※ 年平均被害軽減期待額算定の最大流量規模（整備計画規模）における
氾濫計算により求めた被害の数量と金額

3,012,774

57,610

73,578

208,599

10,146

現況

0氾濫被害額（百万円）

0床上浸水（戸）

0浸水家屋（戸）

0氾濫人口（人）

0氾濫面積（km2）

30年後評価項目

65
4032

451

2830

220

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

警察署病院消防署福祉施設役所駅学校

最大流量規模（整備計画規模）における公共関連浸水施設数

６）治水事業の効果



東海（恵南）豪雨と同規模の洪水に対する氾濫計算結果（整備前）
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①事業の必要性に関する視点
・矢作川は現状において治水安全度が低く河川改修を進めて
いく必要がある。

・矢作川の特徴である砂州や河口の干潟・ヨシ原が減少する
等、かつての自然や景観が消失しつつあるため、多様な動植
物の生息・生育環境の保全・再生を図る必要がある。

・矢作川の河川環境は、都市化の進んだ流域に残された貴重
な空間となっており、また将来の河川利用に対するニーズも
高いため、利用の促進を図る必要がある。

②事業進捗の見込みの視点
・整備計画の策定にあたっては、学識経験者、関係住民、関
係自治体等の意見を聴き策定したものであり、計画対象期間
である概ね30年間での事業の実施は妥当と考える。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
・新技術の積極的な採用や掘削土砂の有効利用など、引き続
きコスト縮減につとめる。

・河川整備計画は、現時点の流域における社会経済状況、自
然環境の状況、河道状況等を前提としてコスト縮減や代替案
も含めて検討しており、今後もこれらの変化や新たな知見、
技術の進歩等により、必要に応じて適宜見直しを行う。

以上のことから、
矢作川水系河川整備計画に基づく、河川改修事業及び総合水系
環境整備事業を継続する。
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６．対応方針




